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要　旨
使いやすいシステムを効率的に開発するために、ヒューマンインタフェースの理論及び実装の観点に基づき、
画面レイアウトとその構成要素を体系化した「画面デザインパターン」を開発しています。画面デザインパ
ターンは、システム開発のさまざまなフェーズでユーザー中心設計（User-Centered Design：UCD）の考え方
を適用するのに活用できます。例えば、開発の初期段階における画面要件の抽出や、顧客との合意などです。
開発した画面デザインパターンを社内に展開してヒアリングをしたところ、開発フェーズごとに必要とされる
画面体系の特徴が異なることが明らかになりました。
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1. はじめに

われわれは、使いやすいシステムを効率的に開発するため
に、ヒューマンインタフェース（Human Interface：HI）の理論
及び実装の観点に基づき、画面レイアウトやそれを構成する
オブジェクトとアクション（要素）を体系化した「画面デザ
インパターン」を開発しています 1） 。画面デザインパターン
は、システム開発のさまざまな場面でユーザー中心設計
（User- Centered Design：UCD）のプロセス（ 図図1 ）を適用す
るのに活用できます。具体的には、（1）企画・提案準備
フェーズで、具体的に画面/操作性を顧客に体感してもらうこ
とで要望を抽出する（目標の明確化）、（2）要件定義フェー
ズで、代表業務のサンプル画面を用意することで、顧客業務
の画面/操作性に対する具体的なニーズを確認する（設計によ

図1   ユーザー中心設計のプロセス

る解決～ユーザー評価）、（3）外部設計フェーズで、ユーザ
ビリティの高い画面を作るための情報源・根拠として活用す
る（設計による解決）などです。
そこで、さまざまな場面でのUCDのプロセスの適用を目的
として、画面デザインパターンを構築して社内に公開しまし
た。更に、有効性を評価するために利用者にヒアリングを行
いました。
本稿では、第2章で従来技術とその課題について、第3章で
画面デザインパターンの内容について述べます。更に、第4章
で、利用者へのヒアリング結果を基に今後の方向性を明らか
にします。

2. 従来技術と課題

システム、特に画面などGUIの開発を効率化するために、
既成の画面をテンプレートとして活用する試みがあります
2）3） 。しかしながら、それらは、画面を一から作成する工数
を削減する目的には有効ですが、（1）顧客との間での画面要
件の認識違いと、それによる後工程での手戻りを防ぐ、（2）
システムの使いやすさを向上させるよう設計する、（3）特定
の実装技術のみ（例えばHTMLのみ）ではなく、開発者が環
境に合わせて実装技術を選べるようにする、という目的には
あまり効果がありません。
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3. 画面デザインパターンとは

3.1 特長

第2章で述べた（1）～（3）の課題を解決するために、われ
われは、次の特長を持つ画面デザインパターンを開発しまし
た。
(1)業務システムで用いられる画面レイアウトや要素を体系
化。更に、ユーザビリティに関する知見を解説として明確
化（第3章第2節）。これらを顧客に提示することで、利用
者である開発者は、顧客との間で画面に関する意識合わせ
が容易になる。
(2)各画面は、HI専門家の知見を取り込むことでユーザビリ
ティを確保。拠り所とする基本原則や利用する要素は、第3
章第3節で説明。これにより、開発者は画面設計時の手本・
教材として活用できる。
(3)要素について、Rich Internet Application（RIA）技術ごと
に標準部品での実現可否を明記（第3章第4節）。これによ
り、開発者は素早く最適なRIA技術を選定できる。また、画
面については、ユーザビリティが高く、アクセシビリティ
を確保したHTMLテンプレートを用意（第3章第4節）。テ
ンプレートを基にすることで、開発を効率化できる。
以下で、これらの特長について詳細に説明します。

3.2 体系

画面デザインパターンは、画面レイアウトと要素から構成
されています。本節ではそれぞれの体系について説明します。
((1)画面レイアウトの体系
画面レイアウトの体系を 表1 に示します。画面レイアウト
は、SI業務従事者の思考過程とHI専門家の知見に基づき、
画面の持つ「機能」（例：検索）で分類後、更に、その画
面上の構成要素の種類、配置である「形状」（例：表型）
で整理しました（「機能」と「形状」はこの順に階層構造
を成す）。更に、「形状」によっては、この他にも、RIA技
術を活用したもの、特定用途に最適化したものなどの派生
を持ちます。
(2)要素の体系
要素とは「画面を構成するオブジェクトとアクション」と
定義しています。

まず、要素の選定は次の2つの基準に従って行いました。
・業務システムを対象とした適用範囲の広いイディオム
（適用範囲が広いとは、UCDにおける「ユーザー」「仕
事」「環境」のそれぞれに対して幅広くできるということ、
また、イディオムとは単一のHTMLの組み合わせで表現さ
れ、具体的な設計の指針が存在するもの）
・顧客との討議で議題に挙がらないものは除く
例えば、「データ表示」に分類される要素「オートコンプ
リート」は上記の基準を満たしますが、「漢字とふりがな
の同時入力」（例：「名前（漢字）」のテキストボックス
に漢字入力を行うと、「名前（ふりがな）」のテキスト
ボックスにも同時にひらがなで入力が行われる）は適用範
囲が狭いため要素として選定していません。また、要素の
選定には、既存のHIのイディオム集 4） なども参考にしてい
ます。
次に、選定した要素の分類は、HI専門家が作成した弊社内
でのHI開発標準の章立てを基にして行いました。これは、
要素の分類を社内の標準に合わせることで一貫性を確保す
るためです。その章立てを以下に示します。この章立てに
合わせて、選定した要素をマッピングしました。

表1   画面レイアウトの体系
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1) 画面レイアウト
2) ナビゲーション
3) データ表示
4) コントロール
5) 基本入力操作
6) フィードバック
7) フォント・用語・視覚表現

3.3 画面例

画面レイアウトの目次ページの例を 図図2 に示します。目次
は、第3章第2節で述べた画面レイアウトの分類軸「機能」
「形状」による階層構造になっています。また、画面レイア
ウトを説明したページの例を 図3 に示します。利用者は、画
面レイアウトの特長を、ユーザビリティ上の基本原則や活用
している要素と対応させて参照することができます。

3.4 実装

HTMLベースの画面レイアウトには、HTMLテンプレート
を用意して画面実装を効率的に行えるようにしました。ま
た、RIAベースの画面レイアウトには、画面が含む要素の技術
情報を記載し、実装に適したRIA技術を選定できるようにしま
した。 図4 にRIA技術情報を記載した画面例を示します。

図2   目次ページの画面例

図3   画面レイアウトの説明ページの画面例

図4   RIA技術情報を記載した画面例

4. ヒアリングによる意見収集と今後の強化方針

画面デザインパターンは、システム開発のさまざまな
フェーズでUCDのプロセスを適用する目的で、第3章第1節に
示した特長を持たせて開発しました。その結果、利用法の幅
は広がった一方で、個々に対しては最適化が不十分ではない
かという懸念が生じました。そこで、（1）構築した画面デザ
インパターンの適した利用法を明らかにする、（2）利用者
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表2   フェーズごとに整理したヒアリング結果

が支援を必要としている利用法を明らかにする、の2点を目的
としてSI業務従事者15人にヒアリングを実施しました。こち
らで仮定した利用法に縛られずに回答を得られるように、形
式は自由回答としました。想定利用法に対応する3つの開発の
フェーズごとに主なコメントを整理した結果を 表表2 に示しま
す。
まず、（1）に対しては、現行の画面デザインパターンは、
「C.外部設計フェーズ」にて画面設計の際の教科書としての
利用に最も適していることが分かりました。具体的なコメン
トから評価されている点としては、画面設計の解説やユーザ
ビリティ上の知見が有用である点（C1、C2、C4、C5）、画面
テンプレートが有用である点（C3）が挙げられます。
次に、（2）に対しては、利用者であるSI業務従事者が最も
必要としているのは、「A. 企画・提案準備フェーズ」での要
求定義活動や見積もり作成活動への支援だということが分か
りました。具体的なコメントから求められている点としては、
本フェーズで顧客が関心を持つ操作性などを軸とした画面体
系（A3）、本フェーズのインプットである顧客の要求から画
面を選定する手段（A4）、見積もりを行うために必要な情報
（A5～A7）が挙げられます。
このように、利用法ごとに異なる画面体系が必要であるこ
とが明らかになりました。今後は、現在の画面体系に加えて、
企画・提案準備フェーズで顧客が意識する費用やデザイン、
操作性などを軸にした体系化を行い、要求定義活動や見積も
り作成活動の支援を強化していきます。

5. おわりに

本稿では、画面デザインパターンの特長と体系について述
べました。更に、画面デザインパターンの有用な場面や必要
とされている場面を明らかにすることを目的として、SI業務
従事者にヒアリングをしました。ヒアリングの結果、現行の
画面デザインパターンは外部設計フェーズの画面設計支援に
有用なことが明らかになりました。一方、期待される効果が
最も高く、強く支援を望まれる利用法は、企画・提案準備
フェーズの要求定義活動や見積もり作成活動の支援であるこ
とが明らかになりました。
今後、システム開発者がUCDのプロセスを実践しやすくな
るように、更に画面体系の整備と強化を図っていきます。
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